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仙台市青菓区堤通

雨宮町 1番 1号

(〒981‐8555)

東北大学農学部

お
夫

テ
                                                             :

I International CommuniCation for D市 islon of^griCttlture(ICD^)

事事員 秋
げ
葉 征

春は井峡 きの季酪、そ して生 まれ変わ りの季節です。陽の よく当たる道はたの、見えか くれする残雪

のそばで少 しずつ方、くらむ蕗の とうは、駆け足で飛 びだそうとしている春 を私た ちの 日だ牛蒙ら けてぃ

るように意えてなりません。
イ
私たちの貿準罰も栄牢4有から生まれ奏わります。2年箭から進めてきた

笑単院菫Iイι争缶がょぅゃく莞茂し、笑単院に留tどを自ぃだ鉄実を買撹する実年として整需されること
になりました。笑挙院|∫弁しぃ4章浚に言論茂され、籍襄される実単院長轟主嶋Eが茄ゎって、教載員1
年■そして外国からの研究ど を隼理L一体となって農学の1教育研究を進めていくことになります。
荘め箸f、市i啓、その甲■節讐くにある奮率蔀キャンパスは、果ゃ緑が1ピ裏liξ重なをいのスペースと
して近隣からも愛されているようです。そのキャンパス風景は、世界のいろいろの国か ら来ている

留学生の皆 さんの大学 とはそれぞれ違 うのかもしれません。約20年骨i、以は ァメリカのジョージア大学

に留学のために、家族 と共にア トランタに向かいました。ア トランタ空港FB4近のI・1上で私の目に焼 き千」

ヽヽたのは、街そして近itにある広大な森 と圧倒するような緑で した。仙台 しか知 らなかった私1ことって

は、仙台の緑、あるいはそれ以上の社の都があること、そして緑の多いジョージア大学のキャンパスは、

大きな驚きと感候だったとぃぇます。初めての梅ケ佐信 そしてミ埠ヒぎでの言葉 コミュニケーショ
ンのギャップ、管1昔の追ぃ、そしてデイスカノシヨンでの実詰男の不足によるくい遣いなど、書寧iあ
皆 さんが経験す るようなス トレスを私 も同 じように受け ま したが、研 究室のそばの巨大 なマ グノリア

(泰山木)や ドノクウ ノド (|と蘇 )は そんな[ち 結1手を慰めて くれたように思います。

この菖牟蔀で革ぶ讐‡左の讐さんは、支7を書惜の追いなどの標万なストレスと

'言

ま、ながら■檀●

生格 環境に関する勉強を、この農学部キヤンパスで進めています。皆さんはそれぞれの分野での

蔦発嬬あ嶺た'を進めてiご議を求めるためにご移 労してぃますが、それと共に、讐さんの歯方の支7を、
習慣、歴史を私たちに撃ばせて くれる役割 も持っているのではないで しょうか。皆 さんの国々の、地方

の、そしてホ さな町や付の文化や農業のすばらしさを、この農卓蔀 キャンパスに、新 しい 「井崚 き」と

して植え付けていただくことを期待 しています。



1茂lo窄11斉25青Ji災1に艇111:隷撃■ォリエンテーションを実施しました,
このなかで ちilゴ採磁レi輩輸 りにA)析穆蟹鐘賞あ彙寮みゅき良と、訪■1露撃差饗雷年■塁量憮

(望
あけ,ケ彬与

民のll iちに 堪鷹イi高|ばり1誦ぼど滞にilliする高各で轟■謡競をしていただきました。
また オリエンテーショナ煮

;十
マI抵 革生:::轟多普 盲:未大チューターと二薪に意rti彗を詢程しました。以｀

は 1古の科

'I::後

のr占です。

いちばんたいせつ いのち 彼の場合は いくつかの幸運が重なりました。まず、
窪報薯がぁったこと、 2つ自に 機の住んでいた者基
には有商は善襦責が二人しかぃなぃため、その場から
離れることができないのですが その宿告の嘱託の方
と'=はL靖から撞|をを磐にしていたので 撞よく世総
がついたこと。3つ日は、私がその留学生Aさんの

指曇表誉とも鐘総■を■換していたため スムーズ|こ

鐘格ができ、撃■の憲lLを房くことができたこと。彼
(Aさん,は占ス請ができる芳だったのですが この

ときは興讐1人態が続き ほとんど日米語が話すことが

で きな くな って い ま した。 あ なたは、何 か あ った と き

に頼 りにで きる 日本人の知 人 を もってい ますか ?

もちろん、首券自身での普通も美拐です。茜ったと
きのために、仙台国際センターで配付している「Lit・
in ScndaiJにス■してある菫急'蕉'のカード革を帯に
農′字しましょう。また 「レllt人のためのQ and AJと
いう冊宇も販売しているので 役立ててみても良いで
しょう。

ちなみ に先程 の Aさ ん (wih madc in Japanの歯 )と

はい まで も友好 関係 が続 いてい ます。

|●うがくせいな  しゅくしマ  しょうす  oよ う

f靱濾
llξ
卵

l■l際学友会について少 し紹介 させていただ きます。

面産準援基はi吾キ:10年に

'I霧
をの

'I当

:缶株として
罰立コし、場7 ざヾ長

.と
して=告支讐kが洗をし、量ll

年か=を準■を隻け夫れ、高珠譜■議を簡護しました。
そのこ、品業i40牢にit蹴三II、肯を描47牢にはイr善■=:
を蘭言1し、資iごt蔀は境,1400ケの■生に対し旨

:栄
義

毅告どキ千ってぉり 橘各と兼をiはを■■あ捨讐として
運音されています。
価書豊=iは未酷54董、

'1酷
革身18撃、美鳥稲7室の

彬をで違薔してぉり、境程フ2をお響:♯奎が生|=してぃ
ます。ほとんとが業1を失■の指4■:● 習牟:爺あを学
生も7箸ほ̀ J賀占してぃます。

「一番大切なものそれは生命    |
一よいコミュニケーションはあなたの生伶を取う一

―一― 元国際協 泉沢みゆき良

コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの 3つ の 要 素 は  意 志 伝 達

1言譜:Ё芳, 夫簡簡凛(rnendsh p)1書埠言(nllonn.llおn,
で す 。

ところで  奪 首の Li=の 革 で は誰で も事議 に造 う

可能性 が あ ります。 も し皆 さんが事 故 に遭 った ら

日■語で きちん と叢 読あ 説明が出来るで しょうか。 も

しかすると留亭■青葺においては、あるli度の日栞語
1ヒカがあるので こうぃった点はあ まり問題にならな

いかもしれません. しかし天嵩はパニック.三篇ちたら
け国語「頓つ

' 
しまうのでづ.

また、もし古与色場が撃議に進つたり措鳥1こなった
ときに 皆さんの泉慣は曰茉語でコミュニケーション
がとれるでしょうか。ルiえば救急車を呼ぶとき年に認
か他の人のH」けがZ要になったとします。そのときに
蓮絡ゃi首:1のできるこ̀未人の友人 差誹の端■はいる
で[ょうか,ここに 日LIIの人衝缶撫の矢l jJさがでて
きます.
後にし
:を
濃liしたげ4に、効鵡績亀i「7で撃をの

患イとを勝くには ケース発生から30芥端 のを注が,1
め手にな,ます..桜患=を摩んだけ答 荷章もなくス
ムースに¬着したとしても、最低5分から6分の時間
がかかります。標アな憲案rか菫なれば、17慧輩ち

ヨi暑キ簡は1にLれることになります。また、褒慧量
を11ふには111iFな■ケ|と |ど義ズ支t島人あ蔵手を71
えなければな りません.

留1liAさんの場ζを,1にしてみましょう. この方
はゴールデ ンウ ィー クの夜、花 見の帰 り道で、酉41って

転●1してしまt まヽtた́.口から血を流しており、当初、
■1と撃古1に造ったのではないかと'″ぇられたため、
1を=:|そう言眈ぁ■洛F綜室人蓮ばれました。そのとき
il'′の ため |=2時 泄I以上待 た され ま したが 、 モ我 は思

ったょ,1`1」でぁることが券か,ました.

― ,一



これらの留学生に対して、宿合の提供をし、又さま
ざまな書案|=多ご́千ってぃる驚たちですが、満怜為の

とおり嗜fi47筆11業20振年もを
'自
してぃる栄亀は、

部屋のスペースや、 共筒
‐
のトイレ シャワーなと、

現在の鼻 主
'三
]多rするを言としては■′ドとはぃぇな

い部分もあります.
.を
どものれ笞替率■基着吉もさめて 呈単な拾

(響
の

繕尾甚をお詰したo、と意・、まう。
彗毅草、再に結 請に着準tているを準■襲は羊茂
10牢5宵蹟程で,41スです。そのうち公共の糟春で
生|ごLているを'単生iょ450をほどです (為50%)。これ
を基歯レベルから克る=、L高言うに枯各で主落してぃ
る留学生iよ恵まれているといえます (全国レベルでは

為20～25%くらい,。いわゆる瞥撃笙嵩けの単事ξは、
砧害では策雪と実年の面諄■席磐酷、

i業
《この価害

轡準笙饗酷i高,I挙|センターあ檻ぜ彗壷 常基番どの

3カ計があり、この花11請替任亀が業「崩できます。こ
れらをいかに上革に業1補し峰望まで箸なして生|=す
るかをお話したいと思ヽ まヽす。
まず、天嘗■としてl略ツぃのは葉1`実筆の菌諄
交流 会館 です。 ここか Li暮 晏 く 部 屋 の スペ ー ス もあ

ります。器 星には冨1,婆1志できるアですが、えきで
きるぷ簡が1牢簡と韻られています。この電答は上犠
は留 学 生が利 用 で きるわけです か ら、 この 1年 間 とい

う期 間 をい つ利 用 す るか を考 えて は しい と思 い ます 。

I・fにこの■は、lξ彗毅替ゃな準蔀のを'學星を菫」お職貰
の方に考えていただきたいのです。

まず、ど章生か業れ1し てす ぐに種碑譲 リピ奏僣 だ実喜

するというのが最 も多いパ ター ンです。 これがで きれ

ば指導教官 もまあ安心 とい うわけですが、 ところがそ

うではあ りません。 この理由は後で またお話 します。

瑛に多いのは国際交流

`ど

のズ慧革書蒔覇が適ぎて
しまったので東満書の橘薔讐輩皇基盤にとりあえず
天言するというケース(占多`準笙センターのlul害隼左
養需饗百静ま業粘してすくには■きできないシステムに
なっている)。レiえば 10打に莱liして買端=あil笞
誉撃r埜覇罰三だきし、■年の4宵かわ策セ実単の苗諄
養流蠍 こず|っ蓬すとぃぅパターンです。業はこれが
藁等のパターンで、12‐ず1年援には■7ざ奏冷答僣をニ
なければならないわけですから、それからが美養です。
歳りの轡革崩簡にもよりますが、おiぇば2牢簡の響単
蘇商だとして6ケ有'を■littt ょ年を首碑|だ常螂よ、
では残りの6ヶ月はとうするのでしょうか。特に国際
養需黒 ぃ豪積Ъ品」ズ善

.し
てぃる労が、書撃覇簡機り

6ケ 月 で 退 去 しな け れ ば な らない場 合 、 家 族 を先 に

帰 国 させ  残 りの 6ケ 月 を仙 台留 学 生 会館 で過 ごす と

い う例 も少 な くあ りませ ん。 アパー トは残 り 6ヶ 月 と

いうど入居力1灘tぃし、豪真ゃ襟韮基準が真晨になり
ます。こうしたパターンでF業11薔たもう三品 とか
ズ言させてくださぃ」‐ヒいってくる嬰 皇赤蓑遺韓に
グく克うけられます。この場合、2掌という轡革覇簡
であれば業楓格で1牢簡を,Lごし 機りの1牢簡を
由誅譲償基借でもごすとぃぅ産躾が壁警上革なギ」補
芳腹になるわけです。ここで書いたぃのは、措彗毅讐
も替撃ギ首身も 荷掌の替撃競簡かとぃぅことをよく
考えて欲Lいとぃぅことなのです。先ほどの最初に
首課妻流饗どま二夫ることがその彗筆LiことってzFずし
も良いと書えないというのは 自分の2年から5年ぐ
らいの轡撃鯛簡の竿ぞ立■1笙は配 常磐曽翫こ災れ
るわけですから、どの時期に入るのが=暮樽かとぃぅ
ことです。奥さんとか、家族をもっている人は特にい
つ家族を1ヤび書せるかということと密霧に簡様しま
す。懸身のとき仕終ラ麟ん答諧に在むより象積で在んだ
ほうがメリノトがあるのは当たり箭のことですから。
では、上手にこれらのマ音響を利用するにはどうした
ら貞。ヽかとぃぅと を筆星iま旨募の瞥撃覇簡の常で、
いつ どう。ヽうことをした。ヽか、例えば半年後に奥さ
んを1学びたいとか象称奏を辞びたいとぃぅことを捨1鷺

表=あ るいぼif暮を1撃星奏有の彗詰圭とかに軍めに
相盲えすることです。
単差鯵ぃl.lは、諜育拠さんを摩びます」とか ひ
どい ときは 「来週呼びますので夫婦用の部屋 はあ りま

せんか」 と相談 に来ることです。た また まその ときに

空 さがあればいいのですが  ほ とん どといっていい く

らいす くには部屋はあ りません。そ うする とアパー ト

を探す しかな くなるわけです。

これがあるii菫章い餞態 (街ぇば1。宵|」契言した
筆主なら11指'か12街暗)に葬 圭で稲談を蔓けたとし
ます。ルiえばど券のを撃覇簡はや哉1。年の10宵から3
撃簡で ・F年 (予茂11年)の2宵か3宵に興さんをよ
びたいというを1幸:生には、まず、「奥さんをよぶのは
2月じゃなく3月栞にしなさい。そして3月末から1
年撃を実鳥鶴の書

`差
で■落し、銭りの1掌を離 饗鑑

答鰭の実鳥鶴か illができた鍼'答は家慣鶴に串譜し
入居 したほ うが良い と思う。Jと い うようなア ドバ イ

スをしてあげることが出来ます。また、その人が私費
轡箪■をあれば高サ1準生センターの実鳥鶴や需替iE宅
も孫『界をきます。いつLliかけ大憲できるかという1書案
も事務室で教えてあげることができるわけです。この
ように 単霧菫に草めにi:誤すれば、基'券な豪真など
用意しないで接準■t'を,■ることも可能なわけです。
ぜひ、草めにi諄撃義午:とかそれぞれのをどあ彗諸量に
相談 して くだ さい。

それからもう±1つ 藉曇才1竹と場=(■,こぉ撮どぃがぁ

-3-



ります。叢差、協冒騨 菫奏譜も答めて、を箪笙嵩け
の結馨IJ丈きの撃器をし、ギ苛をもらった後のキャン

セルが多いことです。もちろん、何力所かに同時に
申請することは悪いことではありませんし、彗攣ミtこ
してみれば不安でしょうからピ芳のない事だと思いま
す。しかし、入自の計苛をもらったら、やはり入自し
ていただきたい と思います。あなたが入居の許可 をも

前期課程修了 部  雪  玲

日筆に来てよかったと思っています

冒策に業た4筆簡、滸掌の1掌撃は尊業生婦でした。

革発生躊として義答なことはなかつたし、旨栄語を箪

んだ り、ホームステイした り、シヨピングした り日本

の文化を感じて黎しかったです。

覆撃の2掌竿は賀を実事農箪部、泉を安謄1ピ撃

新ツ鍵どあ糧μ当主そした。T事の第1掌簡に美安を生ん

で家族、讐織しかった。このことは中国の場合は栄雪

にできないのです。

研究室での研究はだんだんに機れて、聯澪どの

発生笹、準笙建と■Wして、
.ど
力1ぽぎになりました。

は圭寧位を最りたいのですけれども、芸年、室災が

博士学位を最っそ策達を違れて発に扁由したので義答

ですが揃由することにしました。

果
｀
日零穐品場してぃた軍菌要性実掌ではゼミ、T簡

報吾などのようなことがありませんでした。今度揃由

して、長繹 のf■3を続けますが、日策で勉強した

ことをま豫島(等の鞍織貰と寧左錘に篠えて、写箇の

毅獣 墨Ъ=もっと普くなるように、できるだミ` 旨

養補の缶に募労するつもりです。

らったという事は、電の糧集讐星坊ゞその磐撻を幕望した

のに入自できなかつたという事なのです。他の冒革ど
のためにも、入居のキャンセルは大変良くない彗です。
入るかどうか分からないときは、景諮をしないか、

申請書 にそういう事 情を書 くなどして ください。

計画性をもつて、上革な絶答選びをしていただきた
いと思います。

しゆうりようせい

修了生か

学枷o蛸護、営業綸 震準群菱緋では寧蔀から1を、慧圭謀程計競2羊の謀程から2を、筒覆競3年の舗理から
5をお督撃≧あ亀饉ぽ霧Tされました。
舞 醍犠鍔%凛断由へ席菌された鮮 星から、コメントを寄せていただきましたので以下だ宥界します。

後期課程修了 Cnsine Louise Braun Moraes

lf any country can bc callcd enigmatic,Japan is so やVhcn

you walk down an ordinary strcetin a big ciり like TOkyo,it

is hard to unaginc(cxcept fOr the signs)that you arc not in

a n y  o r d i n a , W c s t e m  c o u n t r y  B u t  t h c r e  t h c  s h i l a r i t y  c n d s

Beneath this facadc is a very complcx and ancient culturc

that lam stul dlscovenng,and hopcmlly W■l for thc rcst of

my lifc sincc l am going to keep in contact with my

Japancsc fncnds

Whcn l flrst arrivcd in Japan l got impressed tO this

cnigmatic almosphcre and l wantcd as much as l could lcarn

thc country's culture, and l got rcally imprcsscd hOw

Japancse pcoplc kccp there ancient ceremonies, fcstivals,

using kimono,styling of housc decoration and spccials

dishcs for thc main cvcnts duing the year l must confcss

that l rcally cn」oycd a lot all the timcs lwas invited to joy

thosc momcnts with thcm,and it is positivcly gOing to be in

my mind and my hcartforevcr

The othcF aSpcct thatl also gotimpFeSSCd was the contrast

of the ancicnt culture and idcas with thc latest new

gcneration tcchnology l could scc this contrast in some

places in Japan,that in somc arcas arc rcally dcvcloped

using thc latcst ncw gcncration cquipmct,but in the otller

hand, mey still f01lowing thc ancicnt culturc and way of

thinking, with old idcas and not so developed in terlns of

tcchnology and new cquipmcnt

■ ank you forintroduccd mc to this cnigmatic worid
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